
１．電気に関する基礎理論

電気に関する基礎理論科目の出題範囲は、

①電流､電圧､電力及び電気抵抗

②導体及び絶縁体

③交流電気の基礎概念

④電気回路の計算 です。

この科目では、第一種電気工事士だけではなく、高電圧を扱う電気技術者を志す全ての方が、理解しておく

べき基礎的な事項が問われます。社会生活に欠かせないエネルギーであり、感電、火災等のリスクもある、

電気を扱う専門技術者である以上、電気の基礎理論を理解できていることは当然であり、次項の「配電理論

及び配線設計」以降の習得にも、基礎理論の正確な理解が不可欠になります。教材等でしっかり学習し、活用

できるようにしておいて下さい。

以下では、いくつかの例題を示しています。

例題１－①

図のような回路において、電源電圧は 100V、誘導性リアク

タンスXL=８Ω、抵抗R =4Ω、容量性リアクタンスXC =５Ωであ

る。回路の消費電力 [ｋW］は。

イ. ロ.

ハ. ニ.
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（解答） ハ．1.6

回路のインピーダンスは、 + − ＝５Ωです。よって、この回路に流れる電流は 20Aとなります。

電力を消費するのは抵抗 R だけであることから、回路の消費電力〔㎾〕は、1.6 ㎾となり、解答はハの1.6と

なります。

！ポイント！ 例題は、誘導性リアクタンス、抵抗及び容量性リアクタンスが直列に接続された交流回路の消費

電力を求めるもので、①の電流､電圧､電力及び電気抵抗、③の交流電気の基礎概念、④の電気

回路の計算の理解を問う出題です。

オームの法則はもちろん、誘導性リアクタンス（コイル）、容量性リアクタンス（コンデンサ）、インピ

ーダンス等の理解は第二種電気工事士にも必要ですが、高圧の自家用電気工作物を取扱う第

一種電気工事士は更に十分な理解が求められます。交流回路の力率を求めるような場面でも

必要になります。

解答・解説

第一種電気工事士学科試験 例題



図のように，面積 Ａ の平板電極間に，厚さが ｄ

で誘電率 εの絶縁物が入っている平行平板コン

デンサがあり，直流電圧Ｖ が加わっている。このコ

ンデンサの静電エネルギーに関する記述として，

正しいものは。

イ.

ハ.

電圧Ｖの２乗に比例する。

電極の面積Ａに反比例する。

電極間の距離ｄに比例する。

誘電率εに反比例する。

ロ.

ニ.

（解答 ）イ．電圧Ｖの２乗に比例する。

例題の平行平板コンデンサの静電容量 C は、 = εAd と表される。ここで、このコンデンサに直流電圧 V を加

えたときに蓄えられる静電エネルギー Ｗ は、  ＝１２  2 ＝ εAV22d であるので、選択肢の中で正しいのは、イ. 

のみである。

！ポイント！ 例題は、平行平板コンデンサに関する基本的な理解を問う出題です。オームの法則はもちろん、

誘導性リアクタンス（コイル）、容量性リアクタンス（コンデンサ）、インピーダンス等の理解は第二

種電気工事士にも必要ですが、高圧の自家用電気工作物を取扱う第一種電気工事士は更に十

分な理解が求められます。

解答・解説

例題１－②


